
稚内市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について（第１条関係）

○「病床数適正化支援事業」二次内示予定額
【目 的】効率的な医療提供体制の確保を図るため、医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関への支援

【内示予定額】

【削減内容】

○許可病床数

・一般病床：258床⇒248床（▲10床）、精神病床：70床（※変更なし）、感染病床：4床（※変更なし）

合 計：332床⇒322床（▲10床）

・変更日：令和7年9月30日

○病床削減後の稼働病床数

・一般病床：166床（休止82床）、精神病床：35床（休止35床） 、感染病床：4床、合計：205床（休止117床）

○市立稚内病院の病床削減
【削減理由】

・令和7年4月1日に実施した病棟再編成に伴い、一般病床92床及び精神病床35床の計127床を休床とし、稼働病床205床に縮小。

・入院患者数の実績において、令和6年度１日平均142人、令和7年度直近の実績においても同数であり、病床数の適正化を進め、

効率化を図ることが必要。

・経営面では、人件費をはじめ、医療に要する様々な経費の増加により経営が悪化しており、削減病床１床あたり410万円が支

給される「病床数適化支援事業」を申請。この度北海道から二次内示予定である旨の通知を受けたため、当該事業の対象とさ

れる病床数を削減。

・当該事業は令和７年９月30日までの病床削減が対象。

対象病床数 支給予定額

10床 41,040千円

【資料２】


